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国賠署名の目標と到達状況  2024 年３月末現在 

支部名 個人目標 到達 団体目標 到達 遂行率 

岩槻 ７００ ２０４ １５ ７ 29.5％ 

川越  ５  ２  

春日部 ３００ １８６   62.0％ 

ふじみ野 １５０ ４   8.0％ 

行田羽生 ３００ １９４ １０ ５ 64.1％ 

直属 ８,５５０ ２,９３７ ２２５ ５２ 34.4％ 

合計 １０,０００ ３,５３０ ２５０ ６６ 35.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

              

田
中 

久
子 

 
 

所
沢
市 

 
 

 

14
筆

倉
又 

孝
夫 

 
 

国
分
寺
市 

 
 

82
筆 

新
日
本
婦
人
の
会
埼
玉
県
本
部
17
筆 

行
田 

９
条
の
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

５
筆 

春
を
呼
ぶ
つ
ど
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

12
筆 

日
本
共
産
党
西
部
地
区
委
員
会 

62
筆 

 
 

同 
 

東
部
南
地
区
委
員
会 

31
筆 

 
 

同 

さ
い
た
ま
地
区
委
員
会 

83
筆 

 
 

同 
 

西
南
地
区
委
員
会 

85
筆 

 

同 

入
間
市
教
職
員
後
援
会
11
筆 

国
賠
同
盟 

行
田
・
羽
生
支
部 

16
筆 

 
 

同 
 

 
 

春
日
部
支
部 

 
 

21
筆 

 
 

同 
 

 
 

岩
槻
支
部 

 
 

59

筆 

【
団

体

署

名

】 

（
21

団

体

） 

年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部
、
同 

熊
谷
支

部
、
新
日
本
婦
人
の
会
埼
玉
県
本
部
、
行

田
９
条
の
会
、
医
療
生
協
さ
い
た
ま
岩
槻

支
部
、
入
間
民
主
商
工
会
、
日
本
共
産
党

埼
玉
県
委
員
会
、
同 

西
部
地
区
委
員

会
、
同 

青
年
部
、
同
こ
ぐ
ま
支
部
、
同 

鶴
ヶ
島
南
支
部
、
同 

行
田
南
支
部
、
国

賠
同
盟
岩
槻
支
部
、 

同 

白
岡
西
支

部
、
同 

狭
山
市
員
会
、
東
所
沢
柳
瀬
支

部
、
新
所
沢
東
支
部
、
同 

片
柳
西
支

部
、
同 

宿
場
支
部
、
同
入
間
教
職
員
後

援
会
、
国
賠
同
盟
岩
槻
支
部 

 

署
名
合
計 

 
 

（ 

３
月
末
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名   

３
５
３
０ 

筆 
 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

66 

筆 

 

 
 

       

 

 
 

 
 

 
 

  

埼
玉
県
の
秩
父
に
ロ
グ
ハ 

ウ
ス
を
建
て
住
み
着
き
、
木 

工
房
で
生
計
を
た
て
な
が

ら
反
戦
や
脱
原
発
を
テ―

 

マ
に
講
演
活
動
を
す
る
、
元
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
兵
士
ダ
ニ
ー
・
ネ
フ
セ
タ
イ
さ
ん
を
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。「
抑
止
力
」

と
い
う
考
え
は
も
う
や
め
よ
う
。
の
本

の
帯
に
魅
せ
ら
れ「
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
元
兵

士
が
語
る
非
戦
論
」
を
一
読
し
て
大
層

共
鳴
し
た
▼
次
世
代
に
豊
か
な
地
球

を
引
き
渡
す
た
め
に
、
大
人
の
責
任
と

し
て
戦
争
を
や
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
。
そ
の
カ
ギ
に
な
る
の
が
、
敵
に

攻
め
ら
れ
な
い
よ
う
「
抑
止
力
」
を
持

つ
、「
武
器
に
よ
る
平
和
」
と
い
う
理
屈

か
ら
わ
た
し
た
ち
が
卒
業
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
決
し
て
非
現
実
的
で
も

「
お
花
畑
」
の
よ
う
な
考
え
で
も
な
く
、

逆
に
極
め
て
現
実
的
で
あ
る
こ
と
を
、

皆
さ
ん
に
実
感
を
持
っ
て
受
け
止
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
わ
た
し
の
体
験
を
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
ま
え
が
き
よ
り
）
▼
ま
た
ダ
ニ
ー
さ
ん

の
最
近
の
発
言
か
ら
・
・
、
日
本
は
イ
ス

ラ
エ
ル
か
ら
も
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
も
信
頼

さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
国
で
す
。
ア
メ
リ

カ
の
言
い
な
り
に
な
る
の
で
な
く
、
憲
法

９
条
を
生
か
し
て
仲
介
役
を
果
た
し
て

ほ
し
い
。
そ
れ
が
、
平
和
憲
法
を
持
つ
日

本
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
同

感
で
あ
る
。
（池
） 

       
 

 
 

 

                  
 

 

 

を
学
び「
希
望
あ
る
新
し
い
政
治
」
を
ご
一
緒
に
つ

く
り
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

感
動
を
よ
ん
だ
藤
田
氏
の
記
念
講
演 

藤
田
氏
は
、
こ
の
日
の
た
め
沢
山
の
資
料
を
準

備
さ
れ
、
ま
た
、
壁
に
資
料
を
貼
り
出
し
て
情
熱

を
こ
め
て
、
約
一
時
間
、「
女
工
哀
史
を
超
え
た
紡

績
女
工 

飯
島
喜
美
の
不
屈
の
青
春
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
質
問
、
交
流
の
時
間
で

も
、
解
り
や
す
く
丁
寧
に
答
え
て
大
変
好
評
で
し

た
。
講
演
の
内
容
は
、
県
同
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ユ
～
チ
ー
ブ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
今
回
の
集
い
は
、
再
開
し
た「
女
性
の
会
」

が
、
司
会
、
受
付
な
ど
を
受
け
持
ち
大
活
躍
、
ま

た
、
東
山
寿
美
子
会
長
の
閉
会
挨
拶
に
は
大
き
な

拍
手
が
寄
せ
ら
れ
好
評
で
し
た
。 

〈
感
想
文
か
ら
〉喜
美
の
不
屈
さ
に
胸
が
震
え
た
、

自
分
も
頑
張
り
た
い
。
レ
ジ
メ
、
資
料
が
緻
密
で
話

に
説
得
力
が
あ
っ
た
。
国
家
犯
罪
と
責
任
を
明
快

に
し
た
話
で
よ
く
理
解
で
き
た
。
国
賠
同
盟
の
仲

間
を
広
め
る
大
切
さ
が
分
か
っ
て
き
た
。
参
加
し
て

よ
か
っ
た
、
納
得
で
き
た
集
会
で
、
講
師
と
主
催
者

に
感
謝
し
た
い
。
講
師
の
話
は
ド
ラ
マ
を
観
て
い
る

様
だ
っ
た
、
映
画
化
に
期
待
す
る
。 

等
々 

    
 

 
 

 
 

 

                          

埼
玉
県
本
部
と
女
性
の
会
共
催
で
、
開
催
し

た
今
年
の
〝
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
〟
は
、
３
月
23

日(

土)

午
後
１
時
半
か
ら
埼
玉
会
館
７
階
会
議

室
で
開
催
さ
れ
、
来
年
が
治
安
維
持
法
制
定

百
年
の
年
に
な
り
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
も

行
わ
れ
、
ま
た
案
内
チ
ラ
シ
を
見
て
治
安
維
持

法
に
関
心
が
あ
る
中
学
生
が
親
子
で
参
加
す

る
な
ど
、
国
賠
同
盟
運
動
へ
の
新
し
い
期
待
の
広

が
り
を
感
じ
さ
せ
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

加
藤
ユ
リ
会
長
が
挨
拶 

 

埼
玉
同
盟
は
、
戦
前
の
大
弾
圧
、
３
・
15
、
４
・

16
事
件
の
記
念
行
事
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
、

講
演
会
や
学
習
会
を
開
い
て
、
不
屈
に
闘
っ
た

人
々
に
学
び
顕
彰
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
き

た
と
述
べ
、
あ
ら
た
め
て
戦
前
の
弾
圧
事
件
に

触
れ
な
が
ら
、
こ
の
戦
前
の
政
治
を
反
省
し
な

い
、
い
ま
の
自
民
党
政
治
を
鋭
く
批
判
、
歴
史

を           

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る 

悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し 

 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態
を

調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

 

国賠同盟埼玉県本部の「ホ
ームページ」をご覧下さい 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

埼
玉
〝
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
〟
57
名
の
参
加
で
盛
会 

藤
田
廣
登
氏
の
熱
い
講
演
に
参
加
者
感
動
・・・・・、
飯
島

喜
美
の
不
屈
の
た
た
か
い
学
び
、
決
意
も
新
た
に
！ 

熱風

【
個
人
署
名
】  

 
 

   
(

５
９
２
筆) 

橋
本
静
修 

 

さ
い
た
ま
市
緑
区 

24
筆 

服
部 

英
昭 

 

同 

浦
和
区 

 

１ 

筆 

小
池
荘
市 

 

同 

北
区 

 

10

筆 

前
田 

則
子 

 
 

 

同 
 

 
 

30

筆 

小
池
三
枝
子 

 
 

 
 

同 
 

 
 

 

10
筆 

今
成
富
貴
子 

 
 

同 

南
区 

 
 

５
筆 

小
室 

仁
弥 

 

川
口
市 

 

14

筆 

  

署
名
強
め
「国
会
請
願
」の
成
功
を 

                                  
「不屈」No598 付録 
埼玉版 （No426） 
 
治安維持法犠牲者 

国家賠償要求同盟 

埼 玉 県 本 部 
 

〒330-0063 
さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３B 
 

電話・Fax 048-824-0094 

      chian2022@gmail.com 

郵便振替 ００１１０-７-８３２４５ 

県
実
行
委
員
会
開
き
新
方
針
確
認 

３
月
９
日(
土)
、
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き

る
と
も
」
埼
玉
県
実
行
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
大
野
辰
男
事
務
局
長
か
ら
、
要

旨
、
次
の
報
告
と
提
案
が
さ
れ
、
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

①
埼
玉
県
に
お
け
る「
第
三
次
上
映
運

動
」
は
、
こ
の
間
、
緑
区
（
90
名
）
、
坂
戸
・

鶴
ヶ
島
（
１
０
６
名
）
、
大
宮
地
域
（
１
０
４

名
）
、
埼
玉
会
館
（
４
１
３
名
）
の
４
ヶ
所
で

成
功
さ
せ
、
こ
れ
で
、
合
計
23
会
場
、
鑑

賞
者
数
が
５
千
９
５
３
名
の
と
な
り
、
目

標
の
８
千
名
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
関

係
団
体
や
皆
様
の
ご
奮
闘
と
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
す
る
。 

➁
来
年
25
年
４
月
ま
で
、
延
長
さ
れ
た

「
第
３
次
上
映
運
動
」
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
、
未
使
用
の
上
映
債
権
の
活
用
、
川

越
、
ふ
じ
み
野
な
ど
未
開
催
地
域
で
の
上

映
運
動
の
促
進
、
若
者
へ
の
働
き
か
け
の

強
化
、
債
権
を
使
わ
な
い「
新
方
式
」
の

上
映
会
の
開
催
の
促
進
、
特
に
小
規
模

上
映
会
を
重
視
し
て
取
組
み
を
強
め
、

目
標
の
８
千
名
を
め
ざ
す
。 

➂
県
実
行
委
員
会
の
運
営
は
、
定
例
会

議
は
止
め
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
。
運
営

は
、
財
政
を
含
め
、
事
務
局
（
国
賠
同

盟
）に
一
任
し
て
進
め
て
い
く
。 

  

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

第
三
次
上
映
運
動
の
成
功
を
！ 

 

 

３
月
は
年
度
末
で
も
あ
り
、
今
年
度

末
を
も
っ
て
退
会
申
し
出
や
死
亡
４

名
、
計
13
名
の
処
理
が
あ
り
、「
後
退

す
る
の
で
は
な
い
か
・
・
・
」
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
事
務
局
か
ら
の
強
い
呼
び
か

け
も
あ
り
、
ま
た
、「
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
」

の
参
加
者
が
次
々
入
会
さ
れ
、
２
支
部

７
人
で
14
名
の
会
員
を
拡
大
、
先
月
築

い
た
最
高
の
峰
を
更
に
１
名
前
進
す
る

会
員
３
０
２
名
の
同
盟
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
４
月
か
ら
中
央
本
部
が
呼
び

か
け
た「
第
41
回
大
会
の
成
功
め
ざ
す

署
名
・
会
員
拡
大
特
別
期
間
」
（
４
月
１

日
～
６
月
30
日
） 

が
始
ま
り
ま
し
た
。

連
帯
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

３
月
期
末
、
死
亡
・退
会
者
を
乗
越

え
会
員
数
で
最
高
の
峰
へ
到
達

 

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を「
ス
マ
ホ
」

で
読
み
取
れ
ば「
埼
玉
県
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
が
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

 

 

mailto:chian2022@gmail.com
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者
の
家
宅
破
壊
等
を
協
議
し
、
津

盛
は
会
計
副
長
の
任
に
つ
く
こ
と
に

な
っ
た
。 

武
装
蜂
起
後
は
栄
助
と
共
に
甲

隊
に
属
し
て
下
小
鹿
野
村
か
ら
小

鹿
野
町
、
そ
し
て
大
宮
郷
に
進
軍
。

大
宮
郷
で
は
栄
助
か
ら
一
六
五
円

を
渡
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
円

を
甲
大
隊
長
の
新
井
周
三
郎
に
渡

し
、
三
円
で
草
履
と
木
綿
を
買
い
各

隊
に
配
布
し
た
。
三
日
皆
野
村
に

進
軍
し
、
負
傷
し
た
新
井
周
三
郎
の

手
当
た
め
に
袷
と
白
木
綿
を
買
い

求
め
て
い
る
。 

 

明
治
一
八
年
一
月
三
一
日
、
浦

和
重
罪
裁
判
所
は
津
盛
に
重
懲
役

九
年
六
か
月
を
言
い
渡
し
た
。
浦
和

監
獄
入
獄
後
の
明
治
二
二
年
、
大

日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
大
赦
で
出

獄
し
帰
郷
。
そ
の
後
、
彼
が
開
い
た

塾
に
は
門
平
耕
地
を
は
じ
め
近
隣

耕
地
の
子
弟
が
あ
と
を
絶
た
な
か
っ

た
と
い
う
。 

明
治
三
八
年
一
二
月
八
日
に
死

去
、
享
年
七
七
歳
だ
っ
た
。 

 【
交
通
】
秩
父
鉄
道
皆
野
駅
よ
り
皆

野
町
営
バ
ス
上
日
野
沢
行
き
東
門

平
下
車
徒
歩
約
15
分
。 

 

           

 

秩
父
郡
上
日
野
沢
村
の
大
山
神
社

の
神
官
宮
川
津
盛
は
、
近
郷
に
名
望

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
村
の
村
竹
茂

市
の
頼
み
に
よ
り
明
治
一
七
年
一
〇

月
二
八
日
の
門
平
惣
平
宅
で
開
か
れ

た
小
前
会
議
に
参
加
し
た
。
三
日
後

の
三
一
日
の
小
前
会
議
の
終
了
後
、

田
代
栄
助
を
自
宅
に
泊
め
た
。
栄
助

五
〇
歳
、
津
盛
五
六
歳
、
二
人
は
こ

の
夜
何
を
語
り
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。 

 

一
一
月
一
日
朝
、
津
盛
は
栄
助
に

袴
一
式
を
渡
し
、
そ
ろ
っ
て
家
を
出

て
椋
神
社
に
向
か
っ
た
。
椋
神
社
の

境
内
に
あ
る
小
学
校
で
加
藤
織
平

ら
を
ま
じ
え
て
職
務
の
分
担
、
隊
の

編
成
、
進
軍
の
順
序
、
高
利
貸
営
業

者
の 

 

私
は
定
年
退
職
後
、「
絵
画
教
室
」

に
通
っ
て
子
ど
も
の
頃
好
き
だ
っ
た
絵

を
再
び
学
び
、
最
近
は
〝
平
和
を
テ
ー

マ
〟
に
油
絵
を
描
き
、
毎
年
「
展
覧
会
」

に
出
し
て
い
る
。  

昨
年
、「
日
本
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」に

出
展
し
た
私
の
作
品
を
「
民
主
文
学
」

七
月
号
の「
芸
術
批
評
の
ひ
ろ
ば
」欄
で 

 

  
    
    

   
    
   
   

 

 

 

 

 

 

 

 

り
、『
強
制
連
行
さ
れ
た
』
も
し
く
は『
強
制
的
に
連
行
さ
れ
た
』

ま
た
は
『
連
行
さ
れ
た
』
と
ひ
と
く
く
り
に
表
現
す
る
こ
と

は
、
適
切
で
は
な
い
」
と
の
政
府
答
弁
書
を
閣
議
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
教
科
書
会
社
も
そ
れ
に
従
っ

て
従
軍
と
強
制
を
削
減
、
閣
議
決
定
の
従
軍
慰
安
婦
の
表
現

と
強
制
連
行
・
強
制
労
働
の
表
現
に
つ
い
て
詳
し
く
知
ら
せ

る
教
員
向
け
と
生
徒
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
さ
ら

に
徹
底
す
る
よ
う
に
配
布
を
し
た
の
で
あ
る
。 

 

歴
史
に
目
を
閉
ざ
し
、
被
害
者
を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま

で
は
解
決
に
な
ら
な
い
、
日
本
政
府
・
被
告
企
業
が
強
制
動

員
の
事
実
を
認
め
て
真
摯
に
謝
罪
し
、
そ
の
証
と
し
て
償
い

の
た
め
に
資
金
を
拠
出
し
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
の
措
置
を
具
体
的
に
講
ず
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
被
害
者

原
告
及
び
遺
族
と
の
協
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
こ
そ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。 

        

日
清
・
日
露
戦
争
の
な
か
で
日
本
政
府
は
軍
事
的
強
圧

的
、
差
別
的
に
朝
鮮
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。
韓
国
併
合
の 

一
九
一
〇
年
以
降
の
植
民
地
支
配
で
は
土
地
調
査
事
業
、

産
米
増
殖
計
画
に
よ
っ
て
朝
鮮
社
会
の
八
割
を
占
め
る
農

民
の
生
活
は
極
端
な
ま
で
貧
困
化
し
た
な
か
で
、
朝
鮮
人
強

制
連
行
・
強
制
労
働
（
徴
用
工
）
、
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題

が
あ
っ
た
。
軍
事
的
、
強
圧
的
、
差
別
的
に
行
わ
れ
た
深
刻

な
人
権
侵
害
と
被
害
の
責
任
に
つ
い
て 

日
本
は
背
を
向
け

て
い
る
事
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

慰
安
婦
問
題
と
強
制
連
行
を
め
ぐ
る
答
弁
書
を
閣
議

決
定
し
た
の
は
二
〇
二
一
年
四
月
、「
『
従
軍
慰
安
婦
』
ま
た

は『
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
』
で
は
な
く
、
単
に『
慰
安
婦
』
と

い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
が
適
切
」
と
し
た
。
朝
鮮
半
島
か

ら
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
々
に
つ
い
て
は「
朝
鮮
半
島

か
ら
内
地
に
移
入
し
た
人
々
の
移
入
の
経
緯
は
様
々
で
あ

り
、 

 

第
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川
津
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墓
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篠
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健
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徴
用
工
問
題 
被
害
者
を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
で
は
解
決
に
な
ら
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  
 

 
 

 
 

さ
い
た
ま
市
北
区
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
世
話
人 

 
 

児
玉 

捷
之  

 
 

 

私も 
一言 

 

と
り
あ
げ
て
く
れ
た
の
で
引
用
さ
せ
て
頂

き
ま
す
・・
・。 

「
今
回
の
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
作
品

が
多
か
っ
た
。
小
林
多
喜
二
の
特
高
警
察

に
よ
る
拷
問
死
を
描
い
た
小
池
荘
市
『
反

共
は
戦
争
の
前
夜
』
。
多
喜
二
の
死
体
が

横
た
わ
る
周
り
を
囲
む
同
志
達
。
そ
の
上

に
描
か
れ
た
昭
和
天
皇
と
東
条
英
機
。
そ

し
て
ヒ
ト
ラ
ー
。
戦
争
反
対
と
言
っ
た
だ

け
で
虐
殺
さ
れ
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で
殺

さ
れ
た
無
辜
の
人
々
。
今
、
二
一
世
紀
で

起 

 

参
加
す
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
集
ま
り
に
も
出

か
け
署
名
用
紙
を
回
覧
方
式
で
回
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

治
安
維
持
法
の
話
は
民
主
主
義
の
問
題
で

す
、
難
し
く
考
え
な
い
で
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

署
名
す
る
し
な
い
は
相
手
が
決
め
る
こ
と
。
ひ

と
り
で
も
多
く
の
署
名
を
集
め
国
会
へ
届
け
ま

し
ょ
う
。
犠
牲
者
の
い
の
ち
の
叫
び
に
応
え
ま
し

よ
う
。  

 
 

 

狭
山
市 

 

林 

登
美
男 

大
切
な「
黄
色
の
署
名
」 

持
ち
歩
く
こ
と
が
必
須 

 

国
賠
同
盟
は
、
闇
夜
を
照
ら
す
光
だ
。
一
隅

を
照
ら
す
組
織
的
な
源
で
あ
り
希
望
そ
の
も
の

だ
、
と
確
信
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え
求
め

ら
れ
な
く
て
も
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
携
え
自
転
車
で

30
分
程
の
距
離
に
あ
る
駅
前
宣
伝
行
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
。
場
を
和
ま
せ
、
注
目
の
的

に
な
る
。
浦
和
駅
頭
に
て「
戦
争
さ
せ
な
い
！
埼

玉
の
会
」
の
一
員
と
し
て
の
行
動
、
ギ
タ
ー
・
バ
ン

ジ
ョ
ー
・
三
線
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
等
と
の
合
奏
の
あ

る
時
も
あ
り「
希
望
の
楽
団
」
の
名
ま
で
つ
い
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
ま
さ
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
醸
し
出

す
楽
器
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
（次
ペ
ー
ジ
へ） 

      

 
  

 

〝
反
共
は
戦
争
前
夜
の

声
〟
に
つ
い
て
考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「反共は戦争前夜の声」 F40 

 

時の 
話題 

 

起
き
て
い
る
戦
争
を
憂
い
て
い
る
芸
術

家
達
の
、
心
の
叫
び
声
が
聞
え
て
来

た
」
と
・・・
。 

私
は
、
絵
の
タ
イ
ト
ル
を
「
反
共
は

戦
争
前
夜
の
声
」
と
し
た
が
、
そ
れ

も
、
い
ま
の
日
本
が「
戦
争
か
平
和
か
」

の
歴
史
的
岐
路
に
あ
る
と
き
、「
反
共

の
後
に
何
が
来
た
の
か
？
」
歴
史
の
教

訓
を
学
ぶ
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
か

ら
で
あ
る
。 

戦
前
、
日
本
も
ド
イ
ツ
も
、
侵
略

戦
争
に
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
共
産

党   

  

党
が 

先
ず
弾
圧
さ
れ
た
。
日
本
で
は
稀
代
の 

悪
法
と
云
わ
れ
た「
治
安
維
持
法
」
で
・
・
・
、

絵
の
中
に
、
国
賊
、
非
国
民
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
に
報
道
す
る
当
時
の
新
聞
を
貼
り
つ
け

た
が
、
３
・
15
事
件
で
は
、
千
六
百
名
の
共
産

党
員
ら
が
逮
捕
さ
れ
過
酷
な
拷
問
を
受
け
、

そ
れ
を
小
説
で
告
発
し
た
小
林
多
喜
二
も
ま

た
逮
捕
さ
れ
そ
の
日
の
内
に
凄
ま
じ
い
拷
問

で
虐
殺
さ
れ
た
。 

 

ド
イ
ツ
で
は
、
ナ
チ
ス
自
ら
が
仕
組
ん
だ「
国

会
放
火
事
件
」
を
共
産
党
の
せ
い
に
す
る
謀

略
事
件
を
起
こ
し
て
弾
圧
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

当
時
百
議
席
の
国
会
議
員
を
有
し
て
い
た
ド

イ
ツ
共
産
党
は
壊
滅
、
忽
ち
非
合
法
化
さ

れ
、
ナ
チ
ス
の
一
党
独
裁
政
治
が
始
ま
っ
た
。 

い
ま
、「
新
し
い
戦
前
に
な
る
の
で
は
」
と
云

わ
れ
て
い
る
時
、『
反
共
は
戦
争
前
夜
の
声
』の

意
味
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

（大
宮
平
和
美
術
会 

小
池
） 

 

 

罪
人
の
ま
ゝ
は 

許
さ
れ
な
い 

そ
の
心
を
署
名
に
込
め
て 

 

治
安
維
持
法
下
の
時
代
、
世
界
恐
慌
の
あ

お
り
を
受
け
、
不
況
の
な
か
日
本
は
中
国
へ

活
路
を
求
め
侵
略
へ
と
突
き
進
む
。
天
皇
の

絶
対
的
専
制
支
配
の
も
と
国
民
は
天
皇
の

臣
民
と
さ
れ
貧
困
と
無
権
利
状
態
に
お
か

れ
て
、
文
字
通
り
も
の
も
言
え
な
い
暗
黒
の

時
代
、
弾
圧
を
恐
れ
多
く
の
国
民
が
絶
え
て

い
た
。
そ
の
様
な
と
き
、
権
力
に
抗
し
命
の
危

険
を
覚
悟
し
て
戦
争
反
対
・
自
由
と
民
主
主

義
を
掲
げ
て
立
ち
あ
が
っ
た
者
た
ち
が
い
た
。 

そ
し
て
、
戦
争
に
敗
け
こ
の
方
々
の
命
の

叫
び
が
今
日
の
憲
法
に
生
か
さ
れ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
日
本
で
は「
治
安
維
持
法
犠
牲

者
」
は
今
日
に
到
る
も
罪
人
の
ま
ゝ
な
の
で

す
。 署

名
を
お
願
い
す
る
と
き
私
は
こ
の
こ
と

を
説
明
し
ま
す
。
国
が
き
ち
ん
と
お
詫
び
を

し
て
名
誉
を
回
復
し
て
い
た
だ
く
、
こ
の
こ
と

が
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
任
で
す
。
小
林

多
喜
二
や
伊
藤
千
代
子
の
話
を
し
ま
す
。
署

名
用
紙
は
何
時
も
持
ち
歩
き
気
軽
に
お
願

い
し
友
人
知
人
へ
の
頼
め
る
方
が
居
た
ら
お

願
い
し
ま
す
と
用
紙
を
預
け
ま
す
。
自
分
が

san
n
ka  

 

「
国
会
請
願
」
ま
で
一
ヶ
月
、
最
後
の
追
い
込
み
で
「
署
名
集
め
」
を
成
功
さ
せ

50
回
目
の
節
目
の
「
請
願
行
動
」の
成
功
を…

 
 

二
人
の
手
記
を
掲
載
し
ま
す 




